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1．は じめに

　国立環境研究所は 、 これまで 20年以上 にわた り、

主にバ ッ クグラ ン ド大気 の 温室効果ガ ス （GHG ）等

の観測を目的として 、 波照間島と落石岬などの地上 ス

テ ーシ ョ ン 、 定期船舶や民間航空機を用 い て 、 長期観

測研究を実施 して きた。しか し、近年、ア ジア域 で は、

急速な経済成長により人為起源汚染物質 の 増加が深刻

になっ て お り、バ ッ クグラ ン ド観測に加えて、吸収排

出源に近 い 場所 で の観測ヂ
ー

タが必要とされて い る。

我々のグループは、こ こ数年、観測空白域 で ある ア ジ

ア 域にお い て 、GHG 観測を展開 して きた。本発表 で

は、そ の 概要 と今後 の計画につ い て報告す る。

2 ．フ ラス コ サ ン プ リ ングネ ッ トワーク

　以下 の地点に お い て 、現地の 研究所や大学の協力の

も と、週 1回の フ ラ ス コ サ ン プ リン グを実施 し、CO2，
CH

，
，　N20，　CO ，　H2，　SFsの濃度ならびにCQ2中 の 炭紊

同位体の 分析を行っ て い る ： 中国
・貴陽 （CAS地球

化学研究所） 、 イン ド
・
ナイ ニ ター

ル （ARIES＞、
マ レーシ ア ・ダナ ン パ レー （マ レーシア 気象局）、八

ワ イ ・マ ウナ ロ ア （NOAA ）、バ ン グ ラ ヂ シ ュ
・コ

ミ ラ （ダ ッ カ大学）。また、酸素 ei4CO2を 夕一ゲ ッ

トに南鳥島 （気象庁）で、メ タ ン をターゲ ッ トに北イ

ン ドの水田地帯 （奈良女子大学 ・IRR［・東京大学 ・デ

リ
ー

大学）で、フ ラス コサ ン プリン グを実施 して い る。

3 ．マ レーシ ア　 〜 森林吸収を測る

　森林減少 ・劣化を原因とするGHG 排出を削減 し、

また森林保全等に よる GHG 吸収を増強させ る取 り組

み （REDD ＋）の効果 を測定 、 報告 、 検証 （MRV ）

する ため に 、 CO2 計を 多点配置して CO2 濃度の 水平

分布を観測す る こ と に よ り、森林に よ る CO2 の 吸収排

出量 の 推定 を行う手法 の 開発 を行っ て い る 。 北海道天

塩、沖縄県西表島で試験を行っ た後 、 2015年から 、

ボルネオ島 （タ ワ ウ、コ タキナバル、ダナ ンバ レー）

な らびにマ レー半島部 （ク ア ラ ル ン プール、パソ、ラ

ン カウイ）に ある マ レーシ ア気象局 の観測所で、CO2
連続観測を行っ て い る 。 また 、 天塩と西表島で は 、

CO2 ゾ ン デ を用 い た CO2濃度の鉛直分布観測も実施

した （マ レーシア は2015年8月に実施）。

4 ．イ ン ドネ シ ア　 〜 都市排 出を測 る

　 GHG 排 出を削減するための 二 国間ク レジ ッ トメ力

ニ ズム （jCM ）の枠組みにお い て、　 GHG 排出削減達

成に関するモニ タリングが重要な項目として 挙げられ

て お り 、 JCM 事業を 行 う 国 々 で の 地 上 観測 シ ス テ ム

の開発が重要 になっ て い る 。 そ こで我々 は 、 イン ドネ

シ ア の ジ ャ カ ル タ 近郊 （BPPT ）と ボゴール （IPB）
の都市域と 、 近郊の山岳地帯 （イ ン ドネシ ア気象局）

の計 3 ヶ 所に、GHG と大気汚染物質 （CO2，　CH
，
，　CO ，

03，NOx，　SO2）な らびにエ ア ロ ゾル を現地 で 連続観

測するシス テ ムを展開す る （2015年度に設置予定）。
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図　国立環境研究所が実施 して い るア ジ ア域の GHG 地上観測地点 （定期船舶観測、航空機観測は含まない）
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